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広島市議団ニュース 
２月議会 

予算特別委員会 
２/19～3/26 

２
月
議
会
・
厚
生
委
員
会  

 

３
月
１
日 

中
原
ひ
ろ
み
議
員
の
質
問 

厚
生
委
員
会
に
は
、
「
子
育
て
か
ら
老
後
ま
で
安
心

し
て
生
活
し
た
い
」と
い
う
切
実
な
願
い
を
こ
め
た
５
つ

の
請
願
が
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
（
※
は
新
規
、
残
り
の
３

つ
は
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
請
願
） 

●
小
児
医
療
の
充
実
を
求
め
る
請
願 

●
保
育
の
充
実
を
求
め
る
請
願 

 

●
国
保
料
の
引
下
げ
等
を
求
め
る
請
願 

●
生
活
扶
助
基
準
の
引
下
げ
中
止
等
を
求
め
る
請
願
※ 

●
国
民
年
金
法
改
正
の
慎
重
審
議
を
求
め
る
請
願
※  

 

 

請
願
審
査
の
な
か
で
、
中
原
ひ
ろ
み
議
員
が
発
言

し
た
要
旨
を
紹
介
し
ま
す
。 

 

政
府
の
制
度
改
悪
に
対
し 

 
市
議
会
は
反
対
の
声
を
あ
げ
る
べ
き 

 

生
活
扶
助
基
準
の
引
き
下
げ
と
国
民
年
金
法
の
改

悪
は
、
憲
法
25
条
の
生
存
権
に
か
か
わ
る
問
題
で
す
。

生
活
保
護
支
給
額
が
一
般
水
準
と
変
わ
ら
な
い
と
い

う
議
論
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
背
景
に
は
リ
ス
ト
ラ
・倒

産
な
ど
で
一
般
国
民
の
生
活
水
準
が
下
が
っ
て
き
た
と

い
う
現
実
が
あ
り
ま
す
。 

「
最
低
限
度
の
生
活
」で
は
な
く
、
「
人
間
ら
し
く
文

化
的
に
生
活
で
き
る
水
準
」を
保
障
す
る
べ
き
で
す
。
生

活
保
護
額
は
国
が
認
め
た
必
要
額
で
あ
り
、
一
般
の
生

活
水
準
が
下
が
っ
た
と
の
理
由
で
生
活
保
護
額
を
引
き

下
げ
る
と
い
う
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。 

生
活
扶
助
基
準
は
、
国
保
減
免
制
度
や
公
営
住
宅

の
減
免
制
度
な
ど
の
基
準
に
も
使
わ
れ
て
お
り
、
引
き

下
げ
は
生
活
保
護
並
み
の
低
所
得
者
に
も
大
き
く
影

響
し
ま
す
。
政
府
の
思
惑
ど
お
り
に
国
庫
負
担
が
４
分

の
３
か
ら
３
分
の
２
に
削
減
さ
れ
れ
ば
、
04
年
度
で
は

17
億
円
の
国
負
担
額
が
減
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
も
、
市
議
会
と
し

て
、
「生
活
扶
助
基
準
の
引
き
下
げ
や
め
ろ
」と
大
き
く

声
を
あ
げ
る
べ
き
で
す
。 

 

給
付
を
減
ら
す
の
で
は
な
く 

 

支
え
手
を
増
や
す
と
り
く
み
を 

 

広
島
市
の
国
民
年
金
の
平
均
支
給
額
は
、
５
万
３
千

円
で
す
が
、
こ
れ
で
は
到
底
暮
ら
せ
な
い
た
め
、
生
活
保

護
基
準
と
の
差
額
を
生
活
保
護
で
受
け
取
っ
て
い
る
高

齢
者
も
い
ま
す
。
政
府
は
、
年
金
だ
け
で
生
活
が
で
き

る
よ
う
に
改
善
す
べ
き
で
す
。 

高
齢
者
が
増
え
、
支
え
る
者
が
少
な
く
な
っ
た
か
ら

と
い
う
理
由
で
給
付
額
を
下
げ
、
生
活
で
き
な
い
年
金

額
に
な
っ
た
の
で
は
、
制
度
の
意
味
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

広
島
県
で
は
、
年
金
を
か
け
て
い
る
人
が
４
万
２
千

人
減
っ
て
い
る
な
か
、
一
方
で
受
給
者
は
20
万
人
増
え

て
い
ま
す
。 

政
府
は
、
「支
え
手
の
減
少
は
仕
方
な
い
」と
い
う
論

調
で
給
付
額
を
減
ら
す
の
で
は
な
く
、
大
企
業
優
遇
の

「リ
ス
ト
ラ
支
援
策
」を
や
め
、
国
庫
負
担
を
２
分
の
１

に
増
や
す
公
約
を
守
る
べ

き
で
す
。 

市
は
、
市
民
を
痛
め
つ

け
る
政
府
の
や
り
方
に

「待
て
」と
意
見
を
言
う
べ

き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

国の悪政から市民をまもる自治体の責務を 

国民年金 

生活保護 

 

こ
ど
も
病
院
に
ふ
さ
わ
し
い
体
制
を 

 

市
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か 

 

市
は
、
舟
入
病
院
を
「舟
入
・こ
ど
も
病
院
」
に
改
名

す
る
議
案
を
提
案
し
て
い
ま
す
が
、
本
来
、
こ
ど
も
病

院
は
、
24
時
間
３
６
５
日
、
こ
ど
も
の
あ
ら
ゆ
る
病
気

や
突
然
の
事
故
な
ど
に
対
応
で
き
る
「
こ
ど
も
専
門
の

体
制
」が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。 

胎
内
に
い
る
と
き
か
ら
診
療
す
る
周
産
期
医
療
も

大
切
で
す
。
ま
た
、
現
在
の
舟
入
病
院
に
あ
る
感
染
病

棟
と
併
設
で
は
、
こ
ど
も
へ
の
感
染
が
心
配
さ
れ
ま
す
。 

「こ
ど
も
病
院
」
に
ふ
さ
わ
し
い
機
能
や
体
制
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
市
の
認
識
が
問
わ
れ
て
い
ま

す
。
（
裏
面
の
市
議
団
の
見
解
を
参
照
） 

小児医療 

支援費制度への移行で、車椅子ガイドヘルパーの利用が増えて

いますが、移動介護は公共交通機関を使う場合しか認められて

いません。そのため、雨や寒い日でも、低床電車やノンステップバ

スが来るまで待たなくてはなりません。ある障害者は、「家庭で入

浴しにくいので銭湯で入浴しようと思い、車での移動ができる事

業者にサービスを申し込んだが４ヶ月も待たされたまま。車椅子を

押して銭湯に通えばカゼをひいてしまうので、いまの車椅子ガイド

ヘルパーは利用できない」と訴えています。 

中原議員は、自家用車の移動の場合でも、車椅子ガイドヘル

パーの利用を認めるよう改善を求め、今後とも、サービスを使う利

用者の目線にあう支援費制度にするよう国に要望することを求

めました。 

市民の声を 

届けました 自家用車の移動でも 

車椅子ガイドヘルパー利用できるように 

中原議員以外の発言ないまま、すべての請願が継続審査に 

いまこそ 厚生委員会・請願審査 



県
は
、
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
超
え
る
開
発
を
無

許
可
で
お
こ
な
っ
た
と
し
て
森
林
法
違
反
で
業

者
が
逮
捕
さ
れ
た
Ｂ
地
区
（
約
１
・
６
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
に
つ
い
て
は
、
土
砂
流
出
を
防
止
す
る
ダ
ム

建
設
の
行
政
代
執
行
に
踏
み
切
り
ま
し
た
。 

し
か
し
、
残
土
搬
入
が
断
続
的
に
続
く
Ａ

地
区
（
約
０
・
６
ヘク
タ
ー
ル
）と
、
業
者
が
残
土

搬
入
を
中
止
し
た
Ｄ
地
区
（
約
０
・７
ヘ
ク
タ
ー

ル
）
の
防
災
工
事
は
地
権
者
・
業
者
ま
か
せ

で
、
地
元
住
民
は
不
安
を
募
ら
せ
て
い
ま
す
。 

藤
井
議
員
は
、
土
砂
災
害
の
危
険
が
拡
大

し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
「危
険
性
を
予
見
し
て
お

き
な
が
ら
伐
採
届
け
を
受
理
し
て
き
た
市
の

責
任
は
大
き
い
」と
指
摘
し
、
地
元
住
民
が
安

心
で
き
る
防
災
工
事
が
保
障
さ
れ
る
よ
う
と

り
く
む
こ
と
を
要
望
し
ま
し
た
。 

市
は
、
両
地
区
に
地
す
べ
り
の
要
因
と
な

る
生
木
や
草
な
ど
の
混
入
が
あ
る
か
ど
う
か

把
握
し
て
お
ら
ず
、
復
旧
計
画
書
も
確
認
し

て
い
な
い
と
答
弁
。
ま
た
、
両
地
区
に
対
し
て

は
農
地
造
成
の
基
準
に
沿
っ
て
指
導
し
て
い
る

と
述
べ
、
あ
く
ま
で
も
「民
民
の
問
題
」と
い
う

姿
勢
に
終
始
し
ま
し
た
。 

２
月
議
会
・
経
済
環
境
委
員
会  

３
月
１
日 

藤
井
と
し
こ
議
員
の
質
問 

市
民
を
ま
も
る
防
災
工
事
に 

市
は
責
任
を
持
つ
べ
き 

藤
井
議
員
は
、
「６
・
29
土
砂
災
害
以
降
、

市
が
防
災
意
識
を
持
っ
て
あ
た
っ
て
い
れ
ば
、

こ
の
問
題
は
未
然
に
防
げ
た
。
今
に
な
っ
て
行

政
の
ミ
ス
を
地
権
者
ひ
と
り
に
押
し
つ
け
る
姿

勢
は
問
題
」と
強
調
し
、
Ａ
・
Ｄ
両
地
区
の
防

災
工
事
の
経
過
に
つ
い
て
報
告
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。 

残土埋立ての即時中止と復旧工事をもとめる請願 
藤井議員が採択求めましたが継続審査に 
 
昨年の9月議会に、白木町三田地区の住民が7,369人

分の署名を添えて提出した「残土埋立ての即時中止と復

旧工事を求める請願」は、９月議会、12月議会と継続審

査となっています。 

藤井議員は、不安の中で生活する住民の願いに応え、

ぜひ委員会で採択するよう発言しましたが、ひきつづき

継続審査となりました。 

安
佐
北
区
白
木
町
大
椿
林
道 

建
設
残
土
大
量
投
棄
問
題 

市立舟入病院において、24時間365日の小児救急体

制の拡充や、このたび提案された小児精神科の新設、

ネットワークづくりなどのとりくみは評価します。 

きびしい財政状況の下でもなんとかしたいという秋葉

市長の思いはわかりますが、それなら名称変更にこだわ

らず、こども総合病院の将来構想を明確にすべきです。 

市議会には、この12年間で延べ18万筆の署名を添え

て「こども病院建設を求める請願」が出されていますが、

ほとんど論議されないまま見送られてきました。 

市議会としては、このたびの名称問題だけでなく、広

島の小児医療を今後どう前進させるのか真剣に考えなけ

ればなりません。 

日本共産党市議団は、この広島にも24時間・３次救

急・周産期医療・難病などに対応する小児専門の総合病

院をぜひつくりたいと願う多くの市民のみなさんと一緒

に、その実現に向けてとりくんでいきます。 

「こども病院」について日本共産党市議団の見解 
「舟入病院」を「舟入・こども病院」と名称変更することについて 

議会棟前の歩道を埋めつくした約120人の参加者 （右端は議会報告する市議団） 

昼休み集会に約120人! 

もっと公共事業見直しを 

福祉予算をけずらないで 

革新市政をつくる会が呼びかけた16日の昼休み集会

には約120人が参加し、議会棟前の歩道を熱気で埋め

つくしました。 

中森辰一議員は、「議会主流派は秋葉市長の政治姿

勢ばかり追及しているが、いま市議会がやるべきは、どう

財政を立てなおすのか、どう大型開発を見直すのか議論

すること」と報告。皆川けいし議員は、「大型公共事業に

正面からメスを入れた新年度予算が通るかどうかは、全

国的にも非常に大きな意味がある」と強調しました。 

革新市政をつくる会は、市長への陳情署名を通じて議

会の状況を広く市民に知らせるとともに、議会傍聴への

とりくみをつよめようと呼びかけました。 


